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第 36回

～川内大綱
引の

　　裏側に
迫れ編～

▲掛け干しの様子

▶�契約農家には立
て札もあるみた
い

　
川
内
大
綱
引
と
言
っ
た
ら
本
番
の
熱
い
戦
い

に
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、
綱
引
き
に
は
欠
か

せ
な
い「
大
綱
」。
こ
れ
が
毎
年
、
本
市
で
原
料

か
ら
地
元
の
方
々
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い

る
っ
て
話
を
耳
に
し
ま
し
た
。
あ
ん
な
に
大
き

な
綱
が
本
当
に
？
今
回
綱
に
注
目
し
真
相
に
迫

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
綱
が
で
き
る
ま
で

　
今
回
は
実
際
に
川
内
大
綱
引
の
基
と
な
る
わ

ら
縄
を
作
っ
て
い
る
松ま

つ
し
た
よ
つ
お

下
四
男
さ
ん
と
岩い
わ
し
た
じ
ゅ
ん

下
純

一い
ち

さ
ん
に
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

①
大
綱
の
原
料
と
な
る
わ
ら
の
確
保

　
材
料
と
な
る
わ
ら
を
確
保
す
る
た
め
、
前
年

度
か
ら
市
内
の
農
家
の
方
と
契
約
す
る
と
こ
ろ

か
ら
準
備
は
始
ま
り
ま
す
。
わ
ら
は
稲
刈
り
と

同
時
に
粉
砕
し
て
田
ん
ぼ
に
巻
く
の
が
一
般
的

で
す
が
、
わ
ざ
わ
ざ
手
間
を
か
け
、
掛
け
干
し

し
て
も
ら
っ
た
わ
ら
を
納
入
し
て
も
ら
う
と
の

こ
と
。
天
候
や
そ
の
年
の
出
来
に
も
よ
り
ま
す

が
、
約
３
～
４
㌶
分
と
相
当
な
量
の
わ
ら
を
準

備
す
る
ん
だ
そ
う
。

②
わ
ら
縄
の
準
備

　
材
料
が
集
ま
る
と
、
わ
ら
を
よ
り
合
わ
せ
て

縄
を
作
っ
て
い
く「
な
わ
な
い
機
」に
よ
っ
て
、

１
玉
４
０
０
㍍
、
合
計
４
０
０
玉
以
上
の
縄
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。

　
昔
は
買
っ
て
い
た
わ
ら
縄
を
自
分
た
ち
で
作

り
始
め
た
の
は
、
平
成
22
年
か
ら
な
ん
だ
と
か
。

　
な
わ
な
い
機
は
、
当
時
か
ら
使
っ
て
い
る
機

械
で
２
台
し
か
な
く
、
１
日
に
７
玉
作
る
の
が

目
標
だ
け
ど
、
１
玉
～
２
玉
し
か
作
れ
な
い
日

も
あ
る
そ
う
。
機
械
を
作
っ
た
メ
ー
カ
ー
も
今

は
な
く
な
っ
て
い
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
部
品

供
給
は
行
わ
れ
て
い
な
い
み
た
い
。
じ
ゃ
あ
、

故
障
し
た
と
き
は
ど
う
す
る
の
か
な
？

　　
も
っ
と
話
を
聞
い
て
い
く
と
、
驚
く
こ
と
に
、

な
わ
な
い
機
の
メ
ー
カ
ー
名
に
ち
な
み
名
付
け

ら
れ
た「
ナ
ン
モ
ト
会
」と
い
う
特
別
チ
ー
ム
を

川
内
大
綱
引
保
存
会
で
作
り
、
自
ら
機
械
の
整

備
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　
摩
耗
し
た
部
品
を
市
販
の
代
替
品
で
補
っ
た

り
、
必
要
が
あ
れ
ば
自
分
た
ち
で
製
作
も
行
っ

た
り
、
ま
た
、
設
計
図
を
作
っ
て
業
者
に
部
品

を
発
注
し
た
り
し
て
機
械
が
動
く
よ
う
に
し
て

い
る
ん
だ
っ
て
。

　
さ
ら
に
、
新
し
い
な
わ
な
い
機
を
作
ろ
う
と

し
て
い
る
と
い
う
話
も
。
す
ご
い
…

　　

③
綱
練

　
ま
ず
は
作
っ
た
わ
ら
縄
を
引
っ
張
り
、
１
１

０
～
１
２
０
本
く
ら
い
ず
つ
の
束
を
３
つ
作
り

ま
す
。
こ
の
と
き「
立
山
」「
寄
山
」と
呼
ば
れ
る

大
き
な
支
柱
に
掛
け
て
い
く
ん
だ
っ
て
。

　
そ
し
て
、
約
１
５
０
０
人
が
総
出
で
こ
の
綱

を
足
で
転
が
し
な
が
ら
よ
り
を
い
れ
て
い
き
、

３
本
の
中
綱
を
作
り
上
げ
ま
す
。
３
本
の
中
綱

が
完
成
し
た
ら
、
い
よ
い
よ
本
綱
練
り
の
作
業

で
す
。

　
３
本
の
中
綱
を
１
本
に
練
り
合
わ
せ
大
綱
を

作
り
ま
す
。
丸
太
に
溝
を
刻
み
、
中
央
に
鉄
パ

イ
プ
を
通
し
た「
シ
ン
コ
」と
呼
ば
れ
る
特
殊
な

道
具
を
使
い
ま
す
。

　
綱
練
り
は
長
年
の
勘
を
培
っ
た
職
人
技
と
大

勢
の
力
が
結
集
し
て
行
わ
れ
る
、
実
に
大
変
な

作
業
で
す
。
最
後
に
川
内
大
綱
引
の
特
徴
で
も

あ
る
ワ
サ
と
呼
ば
れ
る
輪
を
両
端
に
作
っ

て
や
っ
と
大
綱
の
完
成
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
熱
い
思
い
を
持
ち
な
が
ら
協
力

し
て
取
り
組
む
伝
統
行
事“
川
内
大
綱
引
”

　
皆
さ
ん
も
そ
の
熱
気
を
感
じ
に
来
て
み
ま
せ

ん
か
？

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
２
年
間
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
、
鹿
児
島
県
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る「
川

内
大
綱
引
」。

　
今
年
は
、
綱
引
き
自
体
は
行
わ
れ
な
い
も
の

の
、
９
月
22
日（
木
）、
綱
練
り
と
神
事
の
み
執

り
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
川
内
大
綱
引
に
つ
い
て
探

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
川
内
大
綱
引
っ
て
？

　

川
内
大
綱
引
は
、
慶
長
年
間（
１
５
９
６
～

１
６
１
４
年
）に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
一
説
に

は
関
が
原
の
合
戦
の
際
、
第
17
代
島
津
家
当
主

島し
ま
津づ

義よ
し
ひ
ろ弘
が
兵
士
の
士
気
を
高
め
る
た
め
に
始

め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
そ
う
。

　
４
０
０
年
以
上
の
時
を
経
て
人
々
の
心
に
深

く
根
付
い
た
大
綱
引
き
は
、
歴
史
と
伝
統
を
守

り
秋
の
名
物
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
大
綱
引
当
日
は
、
朝
か
ら
半
日
か
け
て
約
１

５
０
０
人
の
人
力
で
３
６
５
本
の
縄
を
練
り
上

げ
、
長
さ
３
６
５
㍍
、
重
さ
７
㌧
に
及
ぶ
大
綱

を
完
成
さ
せ
ま
す
。
本
番
で
は
、
約
３
０
０
０

人
の「
ハ
ダ
カ
」と
呼
ば
れ
る
上
半
身
に
サ
ラ
シ

を
巻
い
た
男
た
ち
が
、「
上
方
」「
下
方
」に
分
か

れ
て
一
斉
に
綱
を
引
き
合
い
ま
す
。

　
ま
た
、
相
手
の
引
き
隊
を
妨
害
す
る
た
め
に
、

相
手
陣
内
に
押
し
込
ん
で
い
く「
押
し
隊
」と
呼

ば
れ
る
男
た
ち
の
体
と
体
が
激
し
く
ぶ
つ
か
り

合
う
姿
は
圧
巻
で
す
。

ここに絶対に
入っては

いけません。

ダン木

川内大綱引のルール
 ①綱割り（勝負開始）
　勝負はまず太鼓合戦で始まり、引き合戦と押し合戦が繰り広げられます。
　押し勝った方が相手の引き隊を払いのけ、綱を引きます。

 ②終了・勝敗
　一定時間経過すると綱にノコを入れ、綱を切って終了となります。
　勝敗は綱の中心が自陣にある方の勝利となります。

※負けている方は体勢を整え、押し隊を
　繰り出し、綱を引き戻します。

【ワサかけ】
綱を引かれた方は
ワサをダン木にか
けるために綱を持
って走り、ワサか
けをします。

ワサ払い
一番太鼓 一番太鼓

中心旗

ダン木
引き隊引き隊ワサ

（ワサ係）

押し隊押し隊
ワサ
（ワサ係）

ワサ払い

上方［赤］下方［白］

憧
れ
の
三
役

大
将
・
押
大
将
・
一
番
太
鼓
は
「
三
役
」
と

呼
ば
れ
、
部
隊
を
統
括
す
る
名
誉
あ
る
役
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

川
内
大
綱
引
を
題
材
に
し
た
映
画「
大
綱
引

の
恋
」に
も
登
場
し
た
飲
食
店「
綱
ご
こ
ろ
」で

大
綱
引
の
長
年
の
経
験
者
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　
１
度
、
東
京
に
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大

綱
引
の
あ
る
９
月
22
日
だ
け
は
何
と
し
て
で
も

川
内
に
帰
り
、
綱
引
き
に
参
加
し
て
き
た
そ
う

で
す
。
そ
の
方
が
初
め
て
参
加
し
た
の
は
中
学

生
。
一
番
太
鼓
を
し
た
家
族
の
背
中
を
見
て
育

っ
て
き
た
と
言
い
ま
す
。

　
「
当
日
に
至
る
ま
で
こ
の
行
事
に
関
わ
る
人

た
ち
が
ど
ん
な
思
い
で
準
備
し
て
き
た
か
、
ど

ん
な
気
持
ち
で
勝
負
に
臨
ん
で
い
る
か
、
み
ん

な
の
真
剣
さ
や
雰
囲
気
が
体
感
で
き
る
熱
い
お

祭
り
。
毎
年
、
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。

　
当
日
ま
で
の
準
備
や
綱
を
作
る
ま
で
は
つ
ら

い
け
れ
ど
、
毎
年
参
加
す
る
多
く
の
人
の
協
力

が
な
け
れ
ば
川
内
大
綱
引
は
成
り
立
た
な
い
。

　
綱
練
り
こ
そ
、
ぜ
ひ
た
く
さ
ん
の
人
に
体
験

し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
学
生
に
綱
練
り
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
こ
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
後
継
者

に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
な
と
思
う
」

大
綱
引
の
魅
力
を
感
じ
た
け
れ
ば

ぜ
ひ
、
参
加
・
見
学
を

　

皆
さ
ん
が
知
り
た
い
こ
と
や
紹
介
し
た
い
こ
と
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先
／
本
庁
秘
書
広
報
課　

企
画
総
務
・
広
聴
広
報

Ｇ（
内
線
４
１
２
２
）
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今
年
は
、
９
月
22
日（
木
）に
川
内
川
左
岸
河
川

敷（
開
戸
橋
と
大
平
橋
の
間
）で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
綱
練
り
の
観
覧
は
、
階
段
上
の
み
と

な
り
ま
す
。
係
員
の
指
示
に
従
い
、
感
染
症
対

策
を
し
っ
か
り
と
し
た
上
で
観
覧
く
だ
さ
い
。

※�

雨
天
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
状
況
な
ど
場
合
に
よ
っ
て
は
中
止

※�

詳
し
く
は
、
川
内
大
綱
引
保
存
会
Ｈ
Ｐ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

時　

間

内　

容

９
時
30
分

綱
出
し
開
始

14
時

綱
練
り
終
了
予
定

16
時

神
事

▲川内大綱引保存会HP



1．人件費（普通会計決算）
　人件費は、職員や特別職に支給される給料や報酬、職員が加入している地方公務員共済組合に事業
主として支払う負担金などを合計したものです。

※職員手当には、退職手当は含みません。給与費は、予算に計上された額です。
※期末・勤勉手当は、民間の賞与に相当するものです。

２．職員給与費（普通会計予算）

３．職員の平均給料月額および平均年齢

４．職員初任給

５．職員の経験年数別平均給料月額

※経験年数は、卒業後直ちに採用されてからの年数です。

６．一般行政職の級別職員数

※給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。標準的な職務内容とは、各級に該当する代表的な職名です。

７．職員手当
⑴　期末勤勉手当

⑵　退職手当

（R3.4.1現在）

（R3.4.1現在）

（R3.4.1現在）

（R3.4.1現在）

（R3.4.1現在）

（R3.4.1現在）

区　分 住民基本台帳人口 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率
（B/Ａ）

令和2年度
人件費率

令和
3年度

R4.1.1現在
9万3,176人

622億
2,779万9千円

28億
7,099万円

89億
4,847万7千円 14.4% 13.6%

区　分 職員数（A） 給　与　費 １人当たり 
給与費（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

令和
4年度

R4.4.1現在
981人

36億
8,914万1千円

7億
9,466万5千円

14億
3,139万円

59億
1,519万6千円 603万円

区　分 一　般　行　政　職 技　能　労　務　職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

本市 331,400円 44.1歳 327,400円 51.6歳
鹿児島県 315,000円 44.2歳 319,600円 55.6歳

国 325,827円 43.0歳 286,947円 50.9歳

区　分 本　市 国
初　任　給 採用2年経過日給料額 初　任　給 採用2年経過日給料額

一　般
行政職

大学卒 182,200円 195,500円 本市と同じ 本市と同じ高校卒 150,600円 160,100円

区　分 経験年数10年 経験年数20年 経験年数25年

一般行政職 大学卒 251,250円 339,050円 373,714円
高校卒 216,933円 301,050円 349,600円

技能労務職 高校卒 ー ー 305,575円

区　分 7　級 6　級 5　級 4　級 3　級 2　級 1　級 計

標準的な職務内容 参与 参事 参事補 総括主任
主任 主任補 主事 主事

職　　員　　数 12人 64人 150人 248人 29人 55人 82人 640人
構　　成　　比 1.9% 10.0% 23.4% 38.8% 4.5% 8.6% 12.8% 100.0%

区　分 本　市 国
期　別 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
  6 月
12 月

計

1.275月分
1.275月分
2.55月分

 0.95月分
 0.95月分
1.90月分

本市と同じ 本市と同じ

職制上の段階、職務の 
級などによる加算措置 5％～ 15％ 5％～20％

区　分 本　市 国
（支給率） 自己都合 応募認定・定年 自己都合 応募認定・定年
最高限度額 47.709月分 47.709月分

本市と同じ

本市と同じ
勤続20年 19.6695月分 26.3655月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 本市と同じ
勤続35年 39.7575月分 47.709月分 本市と同じ

その他の加算措置 在級年数により
調整額を加算

定年前早期退職特例措置（2％～ 45％）
また、在級年数により調整額を加算 本市と同じ 本市と同じ

人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況

本
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

研修名 研修者数 研修内容
派 遣 研 修 10人 資源エネルギー庁、鹿児島県他
専 門 研 修 7人 県自治研修センター
職務別研修 130人 管理監督者研修他
特 別 研 修 8人 パソコン研修、行政管理講座

合　 計 155人

問
合
先
／
本
庁
総
務
課

人
事
職
員
Ｇ

（
内
線
４
５
４
１
・
４
５
４
２
）

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
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区　分 全職種
職員全体に占める
手当支給職員の割合 18.6%

手当の種類（手当数） 16

代表的 

な手当 

の名称

支給額別
夜間看護手当

救急業務・出動手当
社会福祉業務手当

支給対象者別
救急業務・出動手当
税務徴収業務手当
社会福祉業務手当

※特殊勤務手当は、著しく危険、不快、不健康または困難な勤務、
　その他著しく特殊な勤務に従事する職員に支給される手当です。 ※（　）内は、給与減額措置がないとした場合の額です。

令　和
3年度

支給総額 2億7,573万9千円

職員１人当たり
の支給年額 31万4千円

部　門 職員数
一般行政部門 613人
特別行政部門 272人

公営企業等会計部門 108人
合　計 993人

�

８．部門別職員数

⑶　特殊勤務手当

⑷　時間外勤務手当

（R3.4.1現在）

（R3.4.1現在）

12．特別職の報酬など （R3.4.1現在）

※職員数は、一般職に属する正規職員数であり、地方公務員の身分
　を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員
　を除きます。

９．福利厚生事業の状況 （R3.4.1現在）

処分内容 処分者数 処分事由

分
限
処
分

免    　職 0人
降    　任 0人

休    　職 5人 心身の故障による
長期休養

降    　給 0人
失　    職 0人

懲
戒
処
分
な
ど

免　    職 0人
停    　職 1人 酒気帯び運転
減　    給 0人
戒　    告 2人 交通事故
訓  告  等 29人 交通事故など

(R3.4.1 ～ R4.3.31)

11．人事評価の状況
評価時期 評価の状況

R3.4.1 ～ R3.9.30 条件付採用期間中職員の
人事評価を実施

R3.4.1 ～ R4.1.31 全職員を対象として、人
事評価を実施

(R3.4.1 ～ R4.3.31)

17．公平委員会業務の状況
勤務条件に関する措置の要求の状況 不利益処分に関する不服申立ての状況

該当なし 該当なし

14．職員の勤務時間 （R3.4.1現在）

16．職員研修の状況
研修名 研修者数 研修内容

派 遣 研 修 10人 資源エネルギー庁、鹿児島県他
専 門 研 修 7人 県自治研修センター
職務別研修 130人 管理監督者研修他
特 別 研 修 8人 パソコン研修、行政管理講座

合　 計 155人

（R3.4.1 ～ R4.3.31）

13．職員の任免および職員数

10．職員の分限および懲戒処分など

区　分 標準の勤務時間など

勤 務 を 要 す る 日
毎週月曜日から金曜日までの週5日間
※国民の祝日および12月29日から1月3日
　までの間を除く

１日当たりの勤務時間 8時30分から17時15分まで
※実質勤務時間は7時間45分

１週間当たりの勤務時間 38時間45分（7時間45分×5日間）
年 間 総 勤 務 時 間 2,015時間（38時間45分×52週）

15．休暇・休業制度 （R3.1.1 ～ R3.12.31）

名　　　称 薩摩川内市職員厚生会
会　員　数 992人

負担金率（事業主：会員） 1.6/1000 ： 4/1000

区　分
令和2年度末
職員数

（R3.3.31）

令和3年度中 令和3年度末
職員数
（R4.3.31）採用者 退職者

うち国県
などへの
派遣者

行 政 職 758人 33人 45人 7人 746人
医 療 職 22人 1人 0人 0人 23人
消 防 職 151人 6人 6人 3人 151人
技 能 労 務 職 24人 0人 3人 0人 21人

合　　計 955人 40人 54人 10人 941人

休暇・休業の種類 休暇日数など 取得実績
有
給
休
暇

年次有給休暇
１年につき20日付与
前年に未使用日数がある場合は、
最大20日を翌年に繰越

１人当たり
平均13.0日

無
給
休
暇

介 護 休 暇

負傷または疾病などにより２週
間以上にわたり介護をしなけれ
ばならない職員に対し、６カ月
以内の必要な期間

取得者 0 人

組 合 休 暇 職員組合活動に従事する場合に
30日以内付与 取得者 1 人

休
業育 児 休 業

子が３歳に達する日まで１回
（ただし、１回に限り期間の延長

ができる）
取得者 9 人

区　分 月　額 適用日

給
料

市            長 732,000円
（915,000円） R2.12.1

（H20.4.1）副    市    長 653,400円
（726,000円）

報
酬

議 長 458,000円
H20.4.1副 議 長 396,000円

議 員 370,000円

期
末
手
当

三 役 
議 　 員

6月期　1.675月分 
12月期　1.675月分

計　　3.35月分
加 算 措 置 15%
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消
防
団
と
は

　
消
防
団
と
は
、
本
業
を
持
ち
な
が

ら
地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
た
め
に

設
置
さ
れ
た
消
防
組
織
の
ひ
と
つ
で

す
。

　
そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
、
火

災
発
生
時
の
現
場
で
の
消
火
活
動
を

は
じ
め
、
地
震
や
風
水
害
と
い
っ
た

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
救
助
・
救

出
・
避
難
誘
導
、
平
常
時
は
住
宅
へ

の
防
火
指
導
や
地
域
の
警
戒
・
広
報

活
動
な
ど
、
地
域
の
消
防
・
防
災
活

動
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

入
団
し
て
変
わ
っ
た
意
識

　
地
元
の
郵
便
局
に
勤
務
す
る
德
永

さ
ん
は
、
４
年
前
に
同
じ
自
治
会
の

消
防
団
の
方
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た

こ
と
を
機
に
、
市
消
防
団
副
田
分
団

に
入
団
し
ま
し
た
。

　
德
永
さ
ん
の
所
属
す
る
副
田
分
団

で
は
、
月
１
～
２
回
の
定
期
点
検
や

管
内
の
見
回
り
、
車
両
や
機
器
の
点

検
、
操
法
大
会
に
向
け
た
訓
練
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
最
初
は
地
域
の
消
火
栓
の
場
所

も
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

消
防
団
に
入
団
し
、
自
分
自
身
の
災

害
へ
の
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。
地

域
の
方
々
に
も
、
少
し
で
も
防
災
意

識
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
」と
、
日

頃
の
訓
練
や
地
域
へ
の
広
報
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
德
永
さ
ん
た
ち
の
日
々
の
活
動
の

か
い
も
あ
り
、
入
団
し
て
か
ら
４
年

間
、
災
害
現
場
へ
の
出
動
は
一
度
も

な
く
、
德
永
さ
ん
の
所
属
す
る
副
田

分
団
は
、
令
和
元
年
度
、
２
年
度
に

優
良
分
団
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
と
の
つ
な
が
り

　
消
防
団
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
が
増
え
た
と
う
れ
し

そ
う
に
話
す
德
永
さ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
仕
事
の
都
合
で
近

所
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
で
は

時
間
が
あ
っ
た
ら
気
軽
に
会
え
る
仲

間
が
増
え
た
り
、
消
防
団
の
活
動
服

を
着
て
い
る
と
、地
域
の
方
か
ら「
ご

苦
労
さ
ま
」と
声
を
掛
け
ら
れ
た
り

す
る
こ
と
が
増
え
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
近
所
の
方
か
ら
も
昔
か
ら

住
ん
で
い
た
か
の
よ
う
に
優
し
く
話

し
掛
け
て
く
れ
る
こ
と
が
と
て
も
う

れ
し
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
を
守
る
た
め
に

　「
火
災
発
生
時
に
い
ち
早
く
現
場

に
着
く
の
は
自
分
た
ち
消
防
団
な
の

で
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た

め
の
初
期
消
火
を
担
う
重
要
な
役
割

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
訓
練
は
大
変

で
、
今
年
操
法
大
会
に
も
初
め
て
参

加
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
訓
練
を
経

験
し
た
か
ら
こ
そ
、
火
災
発
生
時
に

落
ち
着
い
て
機
器
の
操
作
が
で
き

る
の
だ
と
思
い
ま
す
」と
熱
く
語
り
、

今
後
、
団
の
結
束
を
さ
ら
に
強
め
た

い
と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　「
活
動
し
て
い
て
一
度
も
顔
を
見

な
い
団
員
が
何
人
か
い
ま
し
た
。
以

前
そ
の
よ
う
な
人
を
活
動
に
誘
っ

て
み
た
と
こ
ろ
、『
入
団
し
て
３
年

目
だ
が
初
め
て
参
加
し
た
』と
話
し
、

そ
れ
以
降
何
度
も
活
動
に
参
加
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
そ
の
よ
う
な
団
員
に
声
を
掛
け
、

活
動
を
広
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。」

　
そ
う
話
す
德
永
さ
ん
は
、
市
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
身
近
に

潜
む
火
災
に
備
え
て
仲
間
た
ち
と
の

訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　市
内
の
郵
便
局
員
と
し
て
勤

務
し
な
が
ら
、
消
防
団
員
と
し

て
活
動
す
る
德
永
さ
ん
。

　今
回
は
、
災
害
現
場
に
い
ち

早
く
駆
け
付
け
、
人
々
を
守
る

た
め
に
日
々
訓
練
に
励
む
消
防

団
員
の
熱
い
思
い
に
寄
り
添
い

ま
す
。

　文字通り、その人の隣にいて、思いに寄
り添うことや人柄を表す言葉「人となり」
をイメージしたコーナーで、人物や活動の
紹介だけでなく、その人の思いにスポット
を当てることを目的としています。

　「人のとなりに」とは…

徳と
く
な
が永

　晋す
す
むさ

ん

▶
家
族
と
過
ご
す
德
永
さ
ん
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脇
】

【
樋
　
脇
】

【
下
　
甑
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【

里

】

【
東
　
郷
】

【
上
　
甑
】

【
下
　
甑
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
上
　
甑
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
樋
　
脇
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
東
　
郷
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
樋
　
脇
】

【
上
　
甑
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【

里

】

【
川
　
内
】

【
祁
答
院
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
入
　
来
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
樋
　
脇
】

【
鹿
　
島
】

【
祁
答
院
】

【
樋
　
脇
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
樋
　
脇
】

【
川
　
内
】

【
入
　
来
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
東
　
郷
】

【
東
　
郷
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
東
　
郷
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
樋
　
脇
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
入
　
来
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【

里

】

【
川
　
内
】

【
入
　
来
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
東
　
郷
】

【
入
　
来
】

【
東
　
郷
】

【
祁
答
院
】

【
川
　
内
】

【
上
　
甑
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
入
　
来
】

【
川
　
内
】

【
祁
答
院
】

【
川
　
内
】

【
鹿
　
島
】

【
東
　
郷
】

【
下
　
甑
】

【
川
　
内
】

【
樋
　
脇
】

【
川
　
内
】

【
東
　
郷
】

【
東
　
郷
】

【
川
　
内
】

【
鹿
　
島
】

【
川
　
内
】

【
下
　
甑
】

【
樋
　
脇
】

【
川
　
内
】

【
東
　
郷
】

【
川
　
内
】

【
樋
　
脇
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
東
　
郷
】

【
樋
　
脇
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
入
　
来
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
祁
答
院
】

【
祁
答
院
】

【
入
　
来
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
東
　
郷
】

【
東
　
郷
】

【
東
　
郷
】

【
下
　
甑
】

【
樋
　
脇
】

【
東
　
郷
】

【
樋
　
脇
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
川
　
内
】

【
樋
　
脇
】

【
川
　
内
】

※同意をいただいた方を掲載しています。（敬称略）　※年齢は令和４年９月１日を基準とし、８月 18日現在、生年月日順で掲載しています。

問合先／本庁高齢・介護福祉課高齢者福祉G　（内線 2673）

　９月の第３月曜日は、国民の祝日の一つである「敬老の日」です。
　多年にわたり、社会のために尽力してこられた高齢者を敬い、その長寿を祝う日です。
　先日、厚生労働省が発表した令和３年の平均寿命は、女性は 87.57 歳で世界第１位、
男性は 81.47 歳で世界第３位でした。

重
永
　
妙
子（

108
歳
）

【
入
来
】

　
皆
さ
ん
の
お
世
話
に
な
り
な
が

ら
、
元
気
に
よ
く
食
べ
て
過
ご
し
、

ま
だ
ま
だ
２
～
３
年
は
大
丈
夫
と

感
謝
の
毎
日
で
す
。

　
本
市
で
は
、
毎
年
９
月
１

日
現
在
で
、
本
市
に
住
所
を

有
し
１
年
以
上
経
過
し
て
い

る
満
88
歳
お
よ
び
満
１
０
０

歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
、

長
寿
を
祝
福
し
敬
老
金（
１

万
円
）を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
１
０
０
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
は
、

特
別
敬
老
金（
５
万
円
）を
支

給
し
て
い
ま
す
。濵

田
　
ミ
チ（

110
歳
）

【
川
内
】

　
毎
日
お
い
し
く
ご
飯
を
食
べ
、

み
ん
な
に
笑
顔
を
見
せ
る
の
が
私

の
元
気
の
秘
訣
で
す
。

令和4年9月19日㈪

7 Satsumasendai city Public Relations, 2022.9.10



  ※ 「介護予防元気度アップ事業」の対象です。

　
前
期
に
引
き
続
き
、
後
期
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
　

開
講
期
間
／
10
月
～
翌
年
３
月

受
講
料
／
１
講
座
１
０
０
０
円

※�
講
座
に
係
る
材
料
費
な
ど
の

実
費
が
、
別
途
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

対
象
／
成
人

申
込
締
切
／
９
月
22
日（
木
）必

着申
込
方
法
／
は
が
き
、
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
、

講
座
番
号
・
講
座
名
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
連
絡
先
を
明
記
の
上
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
講
の

決
定
は
、
文
書
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※�

定
員
を
越
え
た
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

託
児（
無
料
）／
６
カ
月
～
小
学

校
低
学
年

※�

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

申
込
先
／
〒
８
９
５–

０
０
７
６

大
小
路
町
14–

５
　
中
央
公
民

館（
22
）７
２
５
１

（
20
）１
３
３
１

shakai@
city.�

　
　
　satsum

asendai.lg.jp

公民
館名

講座
番号 受講料 講　座　名 学　習　内　容 日　程 回数 曜　日 時　間 定員

中央

1 あり
社会のアレコレ知っ得講座

【託児付】
目まぐるしく変わる日常生活の中で、知って
得する知識や情報について学びます。 11 月～２月 4 第４月 9:30 ～ 11:30 20

2 あり
ときめきクッキング講座

【託児付】
毎日がときめく季節の料理などを学びます。 11 月～３月

( １月除く） 4 第１金 9:30 ～ 11:30 16

3 あり ＮＥＷ  家事の知恵袋講座
【託児付】

整理整頓など暮らしの役に立つ家事の技を学
びます。 10 月～１月 4 第２金 13:30 ～ 15:30 20

4 なし
ボランティア活動について
学ぼう講座（後期）

ボランティア活動の性質や実態を知ること
で、活動へのハードルの高さやネガティブな
面を払

ふっしょく

拭し、参加のきっかけづくりやできる
ことを市総合福祉会館（永利町）で学びます。

11 月～３月 5 第３水 17:30 ～ 19:30 30

5 なし
ＮＥＷ  学校支援ボランティア

サポーター養成講座
～地域と学校の架け橋に～

学校を核とした地域づくりを目的として、地域
と学校が相互に連携・協働して行うさまざまな
活動をサポートする人材育成を目指します。

11 月～２月 4 第２土 10:00 ～ 12:00 20

6 あり
エクセル応用講座

（月曜日コース）
Excel 経験者を対象に、表計算・関数・デー
タベースを学びます。 11 月～ 12 月 4 第２・第４月 13:30 ～ 15:30 10

7 あり
エクセル応用講座

（金曜日コース）
Excel 経験者を対象に、表計算・関数・デー
タベースを学びます。 11 月～ 12 月 4 第１・第３金 9:30 ～ 11:30 10

樋脇

8 あり タブレット基礎講座 タブレットの操作や写真などの撮り方、
SNS について学びます。

11 月第３・第４
12 月第１・第２ ４ 月 9:30 ～ 11:30 10

9 あり ＮＥＷ  暮らしに役立つスマー
トフォン講座（10 月コース）

スマートフォンの基本から応用まで学びま
す。 10 月 ３ 第３・第４・

第５月 9:30 ～ 11:30 10

10 あり ＮＥＷ  暮らしに役立つスマー
トフォン講座（２月コース）

スマートフォンの基本から応用まで学びま
す。 ２月 ３ 第１・第２・

第３月 9:30 ～ 11:30 10

入来

11 あり いきいきわくわく講座 花の寄せ植えや雑貨作り、プロの方の講演な
ど楽しく生活の知恵を学びます。

10 月～２月
（12 月を除く） 4 第 4・5 水 10:00 ～ 12:00 15

12 あり 素敵にヨガライフ講座後編 初心者でも楽しくヨガの呼吸法やリラックス
法などを学びます。

10 月～２月　
（１月を除く） 4 第１水 10:00 ～ 12:00 15

13 あり 手編み講座 かぎ針を使って、すてきな小物や装飾品を作
ります。 10 月～１月 4 第２水 10:00 ～ 12:00 10

東郷
14 あり ＮＥＷ  私の癒しの時間 自分を大切にするために、整理整頓の仕方や

お茶の入れ方などを学びます。 10 月～２月 5 第２水 10:00 ～ 12:00 10

15 あり ＮＥＷ  お菓子教室 心がうれしくなるお菓子づくりにチャレンジ
します。 10 月～２月 5 第１火

※1月・2 月は第 2 火 10:00 ～ 12:00 6

祁答院

16 あり ボディケア講座 体のケアをしながら、筋力アップをして元気
に日々を過ごします。 10 月～２月 5 第１水

※ 1 月のみ第 2 水 10:00 ～ 12:00 15

17 あり クラフトかご講座 クラフトのひもを組み合わせて、すてきなか
ごや小物を作ります。 10 月～２月 5 第２火 10:00 ～ 12:00 15

18 あり 絵手紙講座 四季折々の感動や発見を作品にしながら、絵
手紙の基本を学びます。 10 月～２月 5 第３金 10:00 ～ 12:00 15

19 あり 写経教室 精神統一をして、一文字一文字を書き写し、
身と心をリセットします。 10 月～２月 5 第４木

※ 2 月のみ第 3 木 10:00 ～ 12:00 15

市民大学（公民館講座）後期講座のご案内

82022.9.10 広報

※ 講座の学習内容は市ホームページでも紹介しています。右記 QR コードからご確認ください。     
※ 学習日程、学習場所および回数は、変更になる場合があります。     
※ 講座の詳細については、各公民館に問い合わせください。
※ 新型コロナウイルス感染症の感染などの状況によっては、中止・延期する場合があります。
※ QR コードはデンソーウェーブの登録商標です。     ▲���市HP

　
自
主
学
級
と
は
、
中
央
・
地
域
公
民
館
な

ど
を
利
用
す
る
学
習
グ
ル
ー
プ
が
、
学
習
計

画
や
運
営
な
ど
を
自
主
的
に
行
う
学
級
で
す
。

学
習
期
間
／
入
会（
10
月
）～
翌
年
３
月
31
日

※ 

日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
講
料
／
年
会
費
５
０
０
円

※ 

年
会
費
の
他
に
、
学
級
ご
と
に
月
謝
、
教

材
・
材
料
費
な
ど
の
実
費
が
必
要
で
す
。

対
象
／
満
20
歳
以
上
の
方

申
込
締
切
／
９
月
22
日（
木
）

申
込
方
法
／
１
講
座
に
つ
き
、
１
枚
の
往
復

は
が
き
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

返
信
用
は
が
き
の
表
面
に
、
自
分
の
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

往
信
用
は
が
き
の
裏
面
に
、希
望
の
学
級
・

番
号
・
学
級
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
民
館
窓
口
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　（
こ
の
場
合
も
は
が
き
が
必
要
）

※�「
介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業
」の
対
象

で
す
。

申
込
先
／
〒
８
９
５
‐
０
０
７
６

大
小
路
町
14
‐
５
　
中
央
公
民
館

●中央公民館  （22）7251

●東郷公民館  （42）0053

●祁答院公民館  （21）8755●入来公民館  （44）3358

学級
番号 学級名（内容など） 学　習　日　程 募集

人数
1 大正琴 第１・３週 月 13：30～15：30 若干名

2 尺八教室 第１・３週 金 19：00～21：00 若干名

3 どきどきレガート（ピアノ） 第２・４週 木 19：00～21：00 若干名

4 ひなげし（ピアノ） 第１週 水 9：00～12：00 ５人

5 愛画会（油絵） 第２・４週 土 13：30～16：30 若干名

6 川内水彩会（水彩画） 第２土・第４日 13：00～16：00 若干名

7 ちぎり絵コスモス 第２・４週 火 13：30～15：30 ５人

8 トールペイント＆チョークアート 第２・４週 火 13：00～16：00 若干名

9 コール・スマイル（コーラス） 第１・３週 木 10：00～11：30 10人

10 詩吟にしき 第２・４週 月 10：00～12：00 若干名

11 七宝焼（工芸） 第２・４週 火 9：00～11：30 若干名

12 陶和会（陶芸） 隔月第3月・
水・木・金 9：00～17：00 若干名

13 装道の着装と礼法（着付） 第１・３週 月 9：30～12：30 若干名

14 着物着付け前結び 第１・３週 木 10：00～12：00 若干名

15 あじさい（表千家茶道） 第２・４週 火 9：00～12：00 若干名

16 紫苑会（裏千家茶道） 第２・４週 火 13：00～16：00 ５人

17 手編み 第２・４週 土 13：30～15：30 若干名

18 パッチワーク4組 第２・４週 木 19：00～21：00 若干名

19 わたしのお針箱 第１・３週 金 9：30～11：30 若干名

20 ミセスドレメ（洋裁） 第２・４週 火 9：30～11：30 ５人

学級
番号 学級名（内容など） 学　習　日　程 募集

人数
40 東郷ハーモニカ楽友会 第２・４週 火 13：30～15：30 ５人

41 そよ風シンガーズ 第１・３週 水 13：30～15：30 ５人

42 大正琴 第２週 土 13：00～16：00 ５人

43 コールしらうめ 第２・４週 木 19：00～21：00 ５人

学級
番号 学級名（内容など） 学　習　日　程 募集

人数
44 イエローハーモニカ 第１・３週 木 19：00～20：00 5人

45 健康体操 毎週 月 13：30～14：30 5人

46 マーリエ・マハロ祁答院（フラダンス） 第２・４週 水 19：30～20：30 5人

学級
番号 学級名（内容など） 学　習　日　程 募集

人数
39 絵手紙同好会 第１週 月 10：00～12：00 若干名

学級
番号 学級名（内容など） 学　習　日　程 募集

人数
21 フラワーアレンジメント花水木 第２・４週 水 19：00～21：00 若干名

22 楽碁会　Ｂ（囲碁） 第２・４週 木 13：00～17：00 若干名

23 ぼけぼけ写真塾 第２週 水 19：00～21：00 ５人

24 太極拳教室 第１・３週 火 14：00～16：00 ５人

25 マジック 第２・４週 水 18：30～20：30 若干名

26 書心会（書道） 第１週 水 13：30～15：30 ５人

27 書陵会（書道） 第１・３週 土 9：15～11：15 若干名

28 わくわく書道 第１・３週 月 9：30～11：30 若干名

29 楽しい英会話 毎週 土 10：00～11：30 10人

30 古文書を読む会 第１・３週 火 13：30～15：30 若干名

31 もくせい句会（俳句） 第３週 月 13：00～16：00 若干名

32 くす乃き俳句会 第３週 火 12：30～15：00 若干名

33 黎明短歌会 第１週 金 12：00～17：00 若干名

34 ふるさと歴史講座と探訪 第２・４週 木 9：30～11：30 ５人

35 「万葉集」を読む会 第２・４週 水 13：30～16：00 若干名

36 美味しく食べようにこにこクッキング 第３週 木 9：00～12：00 ４人

37 男でも一人でできるクッキング 第３週 土 9：00～12：30 若干名

38 玄米菜食料理たんぽぽ 第２・４週 木 9：30～11：30
9：30～12：30 若干名

自
主
学
級
生

自
主
学
級
生

を
募
集
し
ま
す

公
民
館

9 Satsumasendai city Public Relations, 2022.9.10


